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証券コード 2228
　

平成30年11月5日
　

株 主 各 位
山形県山形市蔵王松ケ丘二丁目１番３号

　

　

代表取締役社長 黒 木 誠 司
　

第48期定時株主総会招集ご通知
　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、当社第48期定時株主総会を下記により開催致しますので、ご出席下さいますようご通
知申し上げます。
　なお、当日ご出席おさしつかえの場合は、書面によって議決権を行使することができますの
で、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に賛否をご
表示いただき、平成30年11月22日（木曜日）午後５時15分までに到着するようご返送下さい
ますようお願い申し上げます。

敬 具
記

　

１. 日 時 平成30年11月23日（金曜日）午前11時（受付開始 午前10時)
２. 場 所 山形市蔵王松ケ丘二丁目１番３号 シベールアリーナ
３. 目的事項
報告事項 第48期（平成29年９月１日から平成30年８月31日まで）事業報告並びに

計算書類報告の件
決議事項
議 案 取締役５名選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
１．株主総会参考書類、事業報告及び計算書類に修正すべき事項が生じた場合は、当社のウェブ
サイト（http://www.cybele.co.jp/）に掲載致します。

２．ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出下さいますようお
願い申し上げます。なお、実際にご出席の株主様には、ささやかなお土産を準備しておりま
すが、実際にご出席の株主様お１人につき、１つとさせていただいております。
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(添付書類)
事 業 報 告

　

　

（平成
平成

29
30
年
年
９
８
月
月
１
31
日から
日まで）

　

1. 会社の現況に関する事項
（1）当事業年度の事業の状況
　 ① 事業の経過及び成果

当事業年度におけるわが国経済は、政府の月例経済報告によりますと、国内景気の基調
判断を「緩やかに回復基調が続いている」としております。また、当社の事業が依存する
個人消費につきましても、景気回復の長期化による雇用・所得の改善を背景に「緩やかな
持ち直しが続いている」とされておりますが、力強さを欠いており回復を実感出来ない状
況と言わざるを得ないと判断しております。
このような環境の下、当社は中期事業計画をスタートさせ経営改善に取り組みました。
新商品の開発及び新たな販路の開拓に力を入れ、収益改善のため不採算店舗であった首都
圏の３店舗の閉鎖も実施致しました。
　しかし、店舗販売及び通信販売の苦戦が続き、販路開拓のため組織強化を図った外商も
伸び悩んだことから、全社売上高は前期に比べ12.8％減少し、2,670百万円となりまし
た。損益につきましても、売上高の減少及び原価率の上昇等から、営業損失178百万円
（前期120百万円）、経常損失163百万円（前期117百万円）とそれぞれ悪化いたしまし
た。当期純損益につきましては、店舗の一部に減損損失127百万円を計上したこと及び繰
延税金資産の一部11百万円を取崩したことから赤字幅が拡大し、当期純損失301百万円
（前期389百万円）となりました。
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部門別の売上高につきましては、次の通りであります。
　

部門別 品 目 前期売上高(百万円) 当期売上高(百万円) 前期比(％)

通信販売

ラスク 635 507 79.9
その他焼菓子等 121 131 108.6
洋生菓子 12 12 100.0
パン 5 4 83.6

計 774 656 84.7

店舗販売

パン 651 609 93.4
ラスク 562 450 80.1
その他焼菓子等 413 374 90.6
洋生菓子 371 331 89.2
料飲 287 248 86.6

計 2,287 2,014 88.1
合 計 3,061 2,670 87.2

《通信販売》
売上高は、宅配業界の料金値上げに伴い平成29年10月に送料値上げをしたことの

影響や、長年親しまれてきた「麦工房」の通信販売ブランドを廃止し「シベール」の
店舗ブランドへ統一したことでお客様に混乱を招いたこと、販売促進費を費用対効果
の観点から絞ったこと等から、656百万円(前期774百万円)と15.3%の大幅減となり
ました。

　

《店舗販売》
売上高は、不採算店舗の閉鎖を進めたことや、営業時間の短縮を実施したこと等か

ら前期に比べて11.9%減少し、2,014百万円となりました。
　

　 ② 設備投資の状況
当事業年度に実施した設備投資の総額は54百万円であり、その主なものはファクトリ
ーメゾンの空調設備の更新12百万円、高速フードプリンターの取得11百万円等でありま
す。

　

　 ③ 資金調達の状況
当事業年度中に、経常運転資金として長期借入100百万円、及び短期借入200百万円の
調達を行いました。
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　 ④ 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
該当事項はありません。

　

　 ⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

　

　 ⑥ 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はありません。

　

　 ⑦ 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
該当事項はありません。

　
（2）財産及び損益の状況の推移

　

区 分 第45期
平成27年８月期

第46期
平成28年８月期

第47期
平成29年８月期

第48期
平成30年８月期

売 上 高（百万円） 3,416 3,162 3,061 2,670

経常利益(△は経常損失)（百万円） 58 △85 △117 △163

当期純利益(△は純損失)（百万円） 26 △82 △389 △301
１株当たり当期純利益
( △ は 純 損 失 ) （円） 18.70 △57.71 △270.85 △209.72

総 資 産（百万円） 3,487 3,680 3,232 2,826

純 資 産（百万円） 1,757 1,620 1,199 863

１株当たり純資産額 （円） 1,223.00 1,128.00 834.53 601.01
　
（3）重要な親会社及び子会社の状況

該当事項はありません。
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（4）対処すべき課題
当社は、平成29年11月に中期事業計画をスタートさせました。新商品の開発に力を入
れ、卸・OEM等販路開拓のため外商の組織強化を図りました。収益改善のため不採算店舗
であった首都圏の３店舗及び北店のレストランの閉鎖を計画通り実施しました。また、少
数精鋭化による人件費の削減及び販売促進費の削減等によりコストの削減については、ほ
ぼ計画通り進捗致しました。しかし、売上高につきましては、新商品投入のタイミングが
販売施策とかみ合わない面があったこと、及び外商の販路開拓について、新規取引先の開
拓は進んでいるものの、売上計上まで想定より時間を要していることなどから、計画未達
成となりました。また、店舗販売及び通信販売ともに、利益率の高いラスクの売上高が大
きく計画を下回りました。これらの結果、三期連続の営業損失を計上し、当期純損益につ
きましても減損損失の計上等もあり、当期純損失は301百万円(前期389百万円)と大幅な赤
字となるなど、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる状況が存在していると認識して
おります。
　このような状況を踏まえて、当社は下記の対策を講じて参ります。
　基本方針として「商品力の強化」と「販売力の強化」を掲げ取り組んで参ります。三期
連続の赤字となった最大の理由は、売上高の計画未達成であり、商品力と販売力のさらな
る強化が急務であると考えます。
　まず、「商品力の強化」につきましては、引き続き積極的に新商品の開発に取り組んで参
ります。山形県は全国に名が轟く「果物王国」であり、宮城県にも優れた農産物がありま
す。それらを原材料にして「旬の味」を追求するとともに、地元ならではの違いのある商
品をさらに開発し提供して参ります。次に「販売力の強化」につきましては、各種販売促
進ツールにより継続的な情報発信を行うとともに、各商戦に合わせて計画的に新商品を投
入して参ります。
　店舗販売は、少数精鋭の店舗運営を定着させつつ、接客力・接遇力を磨き、お客様のニ
ーズに合った提案を強化致します。また、各商戦ごとに売り場コンセプトを明確にしてエ
キサイティングな売り場を作っていきます。さらに、イベント企画を頻度高く実施し、売
上高の拡大を図って参ります。通信販売は、カタログを季節ごとに年５回発行し、それに
合わせてラスクの新商品を投入することによって商品政策と販売促進が連動するように致
します。また、新規のお客様の獲得にも取り組んで参ります。さらに、外商におきまして
は、より幅広いお客様へ商品をお届けすべく、引き続き卸・OEM等新規販売チャネルの開
拓に取り組み、売上高の拡大を図って参ります。
　生産面につきましては、製造工程やコストを見直すとともに、OEMを拡大し設備の稼働
率向上と平準化を図ることで、製造原価の低減に取り組んで参ります。また、食品製造販
売企業として安全・安心を追求することはもちろんですが、衛生管理や新表示への対応を
強化して参ります。
　上記の施策により、売上高の拡大を図り、黒字転換を目指して参ります。
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　資金面につきまして、当期の営業キャッシュ・フローは、44百万円の赤字となりました
が、平成30年9月には長期借入100百万円を実施するなど、今後も安定的な資金調達が見
込まれることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断し
ております。
　株主の皆様におかれましては、今後ともご支援を賜りますようお願い申し上げます。

（5）主要な事業内容（平成30年８月31日現在）
当社の事業内容は、洋生菓子、ラスク、その他焼菓子等、パンの製造販売及びレストラ

ン・喫茶の運営であります。
通信販売は、日本全国のお客様に通信手段を用いて、販売を行うとともに、百貨店等で

の催事や卸取引を行っております。商品は、ラスク及び焼菓子が中心です。
店舗販売は、山形地区及び仙台地区において多店舗を展開し、対面販売を行っておりま

す。洋菓子の販売及びパンの製造販売並びにレストラン等の運営がその内容です。
主な部門及び製品は次の通りであります。

　

部 門 主 要 商 品 名

通信販売 ラスク等の通信販売、卸売、全国の百
貨店等における催事販売 ラスク、その他焼菓子等、洋生菓子

店舗販売 山形、仙台地区における洋菓子、パン
の製造販売及びレストラン等の運営

パン、ラスク、その他焼菓子等、洋生
菓子、料飲
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（6）主要な事業所（平成30年８月31日現在）
名 称 所 在 地

（山形地区）
本社、洋菓子工場 山形市
ラスク工場・受注施設 山形市

店

舗

名

シベール ファクトリーメゾン 山形市
シベールの杜 天童店 山形県天童市
シベールの杜 北店 山形市
シベール 東店 山形市
シベール 西店 山形市
シベール 寿町店 山形市
しべーる＋カフェ 山形市
シベール 寒河江店 山形県寒河江市
シベール 山形大沼店 山形市
シベール エスパル山形店 山形市
シベール メゾン分店 山形市
カフェ・ド・シベール（文翔館内） 山形市

（仙台地区）
事務所、洋菓子工場 宮城県柴田郡川崎町

店

舗

名

ファクトリーテラス、そば 山彼
や ま か た
方 宮城県柴田郡川崎町

シベールの杜 桂店 仙台市泉区
シベールの杜 名取店、そば亭 山彼

や ま か た
方 宮城県名取市

シベールの杜 南中山店 仙台市泉区
ル・グレン 八木山店 仙台市太白区
シベールの杜 富沢店 仙台市太白区
シベールの杜 エスパル仙台店 仙台市青葉区
シベールの杜 荒井店 仙台市若林区

(注) 麦工房 東京青山店及び川崎アゼリア店は、平成29年10月31日をもって閉鎖しております。
シベールの杜 ecute立川店は、平成30年3月31日をもって閉鎖しております。
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（7）使用人の状況（平成30年８月31日現在）
使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数
167（165）名 21名減（26名減） 36.3歳 11.5年

（注）使用人数は就業員数であり、臨時従業員（パートタイマーを含み、派遣社員を除いております。）は、
（ ）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

　
（8）主要な借入先の状況（平成30年８月31日現在）

借 入 先 借 入 額
株 式 会 社 山 形 銀 行 858百万円
株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 410
株 式 会 社 七 十 七 銀 行 241
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 46
株 式 会 社 日 本 政 策 投 資 銀 行 20
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 10
株 式 会 社 荘 内 銀 行 10
三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 10

　
（9）その他会社の現況に関する重要な事項

該当事項はありません。
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2. 会社の現況
（1）株式の状況（平成30年８月31日現在）
　 ① 発行可能株式総数 6,000,000株
　 ② 発行済株式の総数 1,806,800株 （自己株式370,102株を含む）
　 ③ 株主数 7,212名
　 ④ 大株主

株 主 名 持株数 持株比率
株 式 会 社 ム ゲ ン 187,800株 13.07％
公 益 財 団 法 人 弦 地 域 文 化 支 援 財 団 145,000 10.09
東 京 中 小 企 業 投 資 育 成 株 式 会 社 84,000 5.85
株 式 会 社 山 形 銀 行 70,000 4.87
シ ベ ー ル 社 員 持 株 会 17,903 1.25
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 14,000 0.97
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 11,200 0.78
黒 田 辰 男 10,000 0.70
日 本 製 粉 株 式 会 社 10,000 0.70
渡 辺 誠 二 9,600 0.67

（注）当社は、自己株式370,102株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。
また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

　

　 ⑤ その他株式に関する重要な事項
該当事項はありません。

　
（2）新株予約権等の状況（平成30年８月31日現在）

該当事項はありません。
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（3）会社役員の状況
　

　 ① 取締役及び監査役の状況（平成30年８月31日現在）
会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況
代表取締役社長 黒 木 誠 司 全体統括、営業企画室、生産企画室担当
取 締 役 会 長 佐 島 清 人 対外業務担当

常 務 取 締 役 黒 田 辰 男 旗艦店販売部、山形販売部、仙台販売部、第二菓子製造
部担当

常 務 取 締 役 本 田 政 信 通信販売部、第一菓子製造部、総務事務部担当
取 締 役 横 戸 繁 春 外商部、パン部、総合企画部担当

取 締 役 鈴 木 肇 子
トヨタカローラ山形㈱代表取締役社長、山形ダイハツ販
売㈱代表取締役社長、㈱山形県観光物産会館非常勤取締
役

常 勤 監 査 役 小 山 正 隆

監 査 役 髙 橋 勝 幸 高橋畜産食肉㈱代表取締役社長、㈱山形県観光物産会館
社外取締役

監 査 役 今田 早百合 今田早百合行政書士事務所所長
　

（注）１．取締役横戸繁春は、平成29年11月23日開催の第47期定時株主総会において新たに選任され就任致
しました。

　

　 ２．取締役鈴木肇子は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。
　

　 ３．常勤監査役小山正隆は、11年間当社の経理業務を担当しており、財務及び会計に関する相当程度の
知見を有するものであります。

　

４．監査役髙橋勝幸及び今田早百合の両名は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であり、当社
は、監査役髙橋勝幸及び今田早百合の両名を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定
し、同取引所に届け出ております。

　

　 ② 取締役及び監査役の報酬等に関する方針
取締役の報酬は月額報酬とし、平成14年11月22日開催の第32期定時株主総会にお
いて年額150百万円以内と決議いただいた範囲内で、役位毎の役割が業績に与える大き
さや責任範囲等に基づき、取締役会において決定し、支給することとしております。
監査役の報酬等は、その職務の独立性を確保する観点から、業績とは無関係に月額と
し、平成15年11月27日開催の第33期定時株主総会において年額６百万円以内と決議
いただいた範囲内で、各監査役の協議に基づく適正な決定額を支給することとしており
ます。
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　 ③ 取締役及び監査役の報酬等の額
区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役
(うち社外取締役)

6名
（ 1名）

36,710千円
　（ 740千円）

監 査 役
(うち社外監査役)

3名
（ 2名）

5,680千円
（ 1,480千円）

合 計 9名 42,390千円
　

　 ④ 社外役員に関する事項
イ．重要な兼職先と当社の関係
区 分 氏 名 兼 職 状 況

社 外 取 締 役 鈴 木 肇 子
トヨタカローラ山形株式会社 代表取締役社長
山形ダイハツ販売株式会社 代表取締役社長
株式会社山形県観光物産会館 非常勤取締役

社 外 監 査 役 髙 橋 勝 幸
高橋畜産食肉株式会社 代表取締役社長
株式会社山形県観光物産会館 社外取締役

社 外 監 査 役 今田 早百合 今田早百合行政書士事務所 所長

（注）１．株式会社山形県観光物産会館は、当社の取引先であります。
２．その他の兼職先と当社間には、特別の関係はありません。
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ロ．当事業年度における主な活動状況
区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

取締役 鈴 木 肇 子 当期開催の取締役会17/18回94％出席し、会社経営の実績と経験
及び一顧客の立場から、適宜発言を行っております。

監査役 髙 橋 勝 幸 当期開催の取締役会17/18回94％、監査役会19/19回100％出
席し、会社経営の実績と経験から、適宜発言を行っております。

監査役 今田 早百合
当期開催の取締役会17/18回94％、監査役会19/19回100％出
席し、行政書士及び一顧客の立場から、適宜発言を行っておりま
す。

　

ハ．責任限定契約の内容の概要
当社と社外役員全員は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１
項に定める損害賠償責任を限定する契約を有しております。当該契約に基づく損害
賠償責任の限度額は、法令が規定する最低責任限度額としております。

　
（4）会計監査人の状況
　 ① 会計監査人の名称

EY新日本有限責任監査法人
　

　 ② 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
区分 支払額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 17,000千円

当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 17,000千円
（注）１．当社と会計監査人との間の契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監

査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当該事業年
度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．当社監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積の算
出の根拠等が適切であるかどうかについて、検討した結果、会計監査人の報酬等の額につい
て同意しております。

　

　 ③ 非監査業務の内容
該当事項はありません。

　

　 ④ 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
会社法第340条第１項に掲げられている事由及びこれに準ずる事由等を会計監査人の解
任または不再任の決定方針としております。
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　 ⑤ 過去２年間業務停止の処分を受けた者に関する事項
該当事項はありません。

　
（5）業務の適正を確保するための体制

取締役の業務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制についての決
定内容の概要及び当該体制の運用状況の概要は以下の通りであります。

　

　 ① 取締役及び社員の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
イ．代表取締役社長を委員長とする「シベール コンプライアンス・リスク委員会」を設
置し、当社の経営理念に基づく「コーポレートガバナンス基本方針」を制定しており
ます。

ロ．内部監査室は、コンプライアンスの状況を監査し、その結果はその重要性に応じ代表
取締役及び監査役に報告します。

ハ．コンプライアンス上疑義のある行為について社員が直接情報提供を行うための窓口を
設け、企業活動の健全性と適合性を確保しております。

　

　 ② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
イ．文書管理規程に従い、取締役の職務執行に係る情報を文書又は電磁媒体（以下、文書
等という）に記録し、保存致します。

ロ．取締役及び監査役は、常時、これらの文書等を閲覧できるものとします。
　

　 ③ 損失の危険の管理に関する体制
イ．「シベール コンプライアンス・リスク委員会」は、各種リスクに適切に対処するた
め、総括的なリスク管理体制及び管理手法を整備致します。

ロ．内部監査室は、リスク管理状況を監査し、代表取締役及び監査役に当該結果を報告す
ることと致します。

　

　 ④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
イ．取締役会は、中期経営計画を策定し、その達成のための諸施策を年度事業計画に反映
させ、予算化等を行い、月次の取締役会で取締役の業務執行状況の監視・監督を行い
ます。

ロ．取締役会は、取締役及び社員が共有する全社的な目標に対するレビュー・分析、付議
案件及び改善策の検討・指示など、多面的な議論・審議・決議を行います。

ハ．組織規程等により、各組織単位の職務権限及び意思決定のルールを定め、効率的な職
務の執行を行います。

　

⑤ 監査役がその職務を補助すべき社員を置くことを求めた場合における当該社員に関する
事項
監査役が必要とした場合は、監査役の職務を補助する兼務社員を総務部に置き、監査役
の指揮命令に服するものとします。
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　 ⑥ 前項の社員の取締役からの独立性に関する事項
　 当該社員の人事異動及び人事評価等に係る事項については、監査役に報告し、監査役の
　 意見を尊重した上で行うものと致します。
　 ⑦ 取締役及び社員が監査役に報告をするための体制その他監査役への報告に関する体制

イ．監査役は、取締役会のほか、重要な任意の会議に出席し、取締役等からその職務の執
行状況を聴取し、関係資料を閲覧することができます。

ロ．取締役及び社員等は、業務又は財務の状況に重大な影響を与える事柄について、監査
役への報告義務を有するとともに、監査役の要求に従い、自己の職務の執行状況を監
査役に報告致します。

　

　 ⑧ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査役は、内部監査室及び監査法人と密接な情報交換及び連携を図ります。
また、代表取締役と監査役との定期的な会議を開催し、相互認識を深める体制としてお
ります。

　
　 ⑨ 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方と体制整備

イ．当社は、健全な社会秩序維持に貢献するため反社会的勢力とは取引その他一切の関係
をもちません。また、反社会的勢力による不当要求等には組織全体として毅然とした
態度で臨みます。

ロ．総務部を統括部門として、弁護士、警察、暴力追放運動推進センター等の外部専門機
関と連携を密にし、情報の収集・管理を行いながら、反社会的勢力による被害を防止
するために、組織的かつ適正に対応します。

　

　 ⑩ 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当社は、上記の内部統制システムの整備を行い、取締役会において継続的に経営上の新
たなリスクの対応策について検討しております。それらにより、必要に応じて、社内の諸
規程及び業務の見直しを実施し、内部統制システムの実効性を向上させております。
　また、常勤監査役は、監査役監査の他、管理職者の面談や社内の重要な会議への出席等
を通じて、業務執行の状況やコンプライアンスに関するリスクを監視できる体制を整備し
ております。また、内部監査室も内部監査の定期的な実施により、日々の業務が法令・定
款、社内規程等に違反していないかを検証をしております。

　
（6）株式会社の支配に関する基本方針

当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針に
ついては、特に定めておりません。
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貸 借 対 照 表
　

　

（平成30年８月31日現在）
（単位：千円）

　

科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部）
流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原材料及び貯蔵品
未 収 入 金
前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工具、器具及び備品
土 地
リ ー ス 資 産
無 形 固 定 資 産
借 地 権
ソ フ ト ウ ェ ア
そ の 他
投資その他の資産
関 係 会 社 株 式
出 資 金
長 期 前 払 費 用
敷 金 及 び 保 証 金
建 設 協 力 金
貸 倒 引 当 金

276,071
85,293
66,698
11,456
15,123
73,656
5,243
14,515
4,426
△342

2,550,390
2,417,653
1,179,520
37,089
65,275
1,915
50,842

1,047,196
35,813
9,621
4,349
2,121
3,150

123,116
1,000
842
3,968
76,180
41,326
△200

（負 債 の 部）
流 動 負 債 818,292
買 掛 金 82,097
短 期 借 入 金 200,000
１年内返済予定の長期借入金 341,759
リ ー ス 債 務 6,287
未 払 金 112,414
未 払 費 用 13,004
未 払 法 人 税 等 11,258
未 払 消 費 税 等 6,683
前 受 金 4,827
預 り 金 6,081
賞 与 引 当 金 5,000
ポ イ ン ト 引 当 金 13,612
株 主 優 待 引 当 金 14,187
そ の 他 1,076

固 定 負 債 1,144,696
長 期 借 入 金 1,064,683
リ ー ス 債 務 34,234
資 産 除 去 債 務 40,183
そ の 他 5,595
負 債 合 計 1,962,988
（純 資 産 の 部）
株 主 資 本 863,473
資 本 金 488,355
資 本 剰 余 金 554,141
資 本 準 備 金 554,141
利 益 剰 余 金 672,298
利 益 準 備 金 7,830
その他利益剰余金 664,468
別 途 積 立 金 1,400,000
繰越利益剰余金 △735,531

自 己 株 式 △851,320
純 資 産 合 計 863,473

資 産 合 計 2,826,462 負債及び純資産合計 2,826,462
　

（記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。）
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損 益 計 算 書
　

　

（平成
平成

29
30
年
年
９
８
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
　

科 目 金 額
売 上 高 2,670,926
売 上 原 価 1,552,377

売 上 総 利 益 1,118,548
販売費及び一般管理費 1,297,201

営 業 損 失 178,652
営 業 外 収 益

受 取 利 息 4
受 取 配 当 金 351
受 取 賃 貸 料 15,916
受 取 保 険 金 10,171
貸 倒 引 当 金 戻 入 額 62
雑 収 入 3,286 29,792

営 業 外 費 用
支 払 利 息 14,430
雑 損 失 473 14,904
経 常 損 失 163,764

特 別 利 益
投 資 有 価 証 券 売 却 益 9,156
そ の 他 850 10,006

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 2,315
減 損 損 失 127,378
投 資 有 価 証 券 売 却 損 119 129,812
税 引 前 当 期 純 損 失 283,571
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 6,998
法 人 税 等 調 整 額 10,745 17,744
当 期 純 損 失 301,316

　

（記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。）
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株主資本等変動計算書
　

　

（平成
平成

29
30
年
年
９
８
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
　

株主資本

資本金
資本剰余金 利益剰余金

自己株式
資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 488,355 554,141 7,830 1,400,000 △412,663 △851,156

当期変動額

剰余金の配当 △21,551

当期純損失 （△） △301,316

自己株式の取得 △164
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額)
当期変動額合計 － － － － △322,867 △164

当期末残高 488,355 554,141 7,830 1,400,000 △735,531 △851,320
　

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計

株主資本合計 その他有価証券
評価差額金

当期首残高 1,186,505 12,505 1,199,011

当期変動額

剰余金の配当 △21,551 △21,551

当期純損失 （△） △301,316 △301,316

自己株式の取得 △164 △164
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額) △12,505 △12,505

当期変動額合計 △323,031 △12,505 △335,537

当期末残高 863,473 － 863,473
　

（記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。）
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個別注記表
　

1．重要な会計方針
（1）資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券の評価基準及び評価方法
関係会社株式…移動平均法による原価法

　

② たな卸資産の評価基準及び評価方法
商品及び製品・仕掛品 …………月別総平均法による原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
原材料・貯蔵品（包材資材）……月別総平均法による原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
貯蔵品（消耗品）…………………最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
　

（2）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産…………定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属

設備を除く）並びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属
設備及び構築物については定額法）
なお、主な耐用年数は以下の通りであります。
建物 17年～38年
機械及び装置 10年

② 無形固定資産…………定額法
なお、自社利用のソフトウェアについては社内における利用可能
期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

③ 長期前払費用…………定額法
④ リース資産……………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用し
ております。
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（3）引当金の計上基準
① 貸倒引当金……………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率による計算額を、貸倒懸念債権等特定の債権については個
別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金……………従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づく当
期対応額を計上しております。

③ ポイント引当金………販売促進を目的とするポイントカード制度に基づき、顧客へ付与
したポイントの使用による費用の発生に備えるため、当事業年度
末において将来使用されると見込まれる額を計上しております。

④ 株主優待引当金………株主優待制度に伴う費用に備えるため、翌事業年度に発生すると
見込まれる額を計上しております。

　

（4）消費税等の会計処理……税抜方式によっております。
　
　

2．貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額 3,352,124千円
（2）有形固定資産の取得価額から直接減額した圧縮記帳累計額 208,464千円

　
　

3．損益計算書に関する注記
減損損失
当社は、当事業年度において以下の資産グループについて減損損失を計上しました。
場所 用途 種類 金額（千円）

宮城県仙台市 店舗 建物等 50,683

山形県山形市 店舗 土地、建物等 76,695

当社は、継続的に収支の把握がなされている、他の資産又は資産グループのキャッシュ・
フローから概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小単位によってグルーピングを行
っております。営業活動から生じる損益が継続してマイナスとなっている資産グループにつ
いては、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しておりま
す。
当事業年度末においては、減損損失127,378千円を計上しており、その内訳は、建物等

77,527千円、土地49,851千円であります。
なお、当資産グループの回収可能価額は、使用価値により算定しており、将来キャッシ

ュ・フローを２%で割り引いて算定しております。また、割引前将来キャッシュ・フローに
基づく評価がマイナスの場合は、使用価値をゼロとしております。
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4．株主資本等変動計算書に関する注記
　

（1）発行済株式の数に関する事項
株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末
普通株式（株） 1,806,800 － － 1,806,800

　

（2）自己株式の数に関する事項
株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末
普通株式（株） 370,047 55 － 370,102

　

（3）剰余金の配当に関する事項
　

① 当事業年度中に行った剰余金の配当
決 議 株式の種類 配当金の総額

(千円)
１株当たり配当金

(円) 基準日 効力発生日
平成29年11月23日
定時株主総会 普通株式 21,551 15 平成29年８月31日 平成29年11月27日

　

② 当事業年度の末日後に行う剰余金の配当
　当事業年度の期末配当は無配につき、該当事項はありません。

　

5．税効果会計に関する注記
　 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
賞与引当金 1,522千円
ポイント引当金 4,144
減損損失 126,636
資産除去債務 12,235
法定福利費否認 220
株主優待引当金 4,320
税務上の繰越欠損金 141,996
その他 11,337
繰延税金資産小計 302,413
評価性引当額 △294,027
繰延税金資産合計 8,386
繰延税金負債
資産除去債務に対応する除去費用 3,959
繰延税金負債合計 3,959
繰延税金資産の純額 4,426
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6．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取り組み方針
　当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、資金調達については事業計画
に照らし、必要に応じ短期資金及び長期資金を調達しております。また、デリバティブ
を含む投機的な取引は行わない方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
　長期借入金は、固定金利による調達が殆どであり、金利変動のリスクをほぼ回避して
おります。

　

（2）金融商品の時価等に関する事項
　平成30年８月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の
通りであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは次表には含ま
れておりませんので、（注２）をご参照下さい。

貸借対照表計上額(千円) 時 価 (千円) 差 額 (千円)

(1) 現金及び預金 85,293 85,293 －

資産計 85,293 85,293 －

(2) 長期借入金 1,406,443 1,387,231 19,212

負債計 1,406,443 1,387,231 19,212
　（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項
　 資産
　 （1）現金及び預金

　これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっ
ております。

　 負債
　 （2）長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）

　長期借入金の時価は、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引い
て算定する方法によっております。
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　（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
区分 貸借対照表計上額（千円）

関係会社株式 1,000
出資金 842
※ これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の対
　象としておりません。

　

　（注３）金銭債権の決算日後の償還予定額
１年以内（千円） １年超（千円）

現金及び預金
　預金 67,952 －

　

　（注４）長期借入金の決算日後の償還予定額
１年以内
（千円）

１年超２年以内
（千円）

２年超３年以内
（千円）

３年超４年以内
（千円）

４年超５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 341,759 294,759 265,093 232,760 160,620 111,450
　

7．賃貸等不動産に関する注記
　賃貸等不動産は、重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

8．関連当事者との取引に関する注記
親会社及び法人主要株主等

種類 会社等
の名称 所在地

資本金又
は出資金
（千円）

事業の内容
議決権等の
所有（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

主要株主
(会社等)

公益財団法
人弦地域文
化支援財団

山形県
山形市 　－ 公益財団法人 被所有

直接 10.1 　－ 土地の賃貸 4,009 － 　－

（注）1. 取引金額には消費税等が含まれておりません。
2. 取引条件及び取引条件の決定方針
　賃貸料につきましては、市場価格を勘案し一般取引条件と同様に決定しております。

　
　

9．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 601円01銭
（2）１株当たり当期純損失金額 209円72銭
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10．重要な後発事象に関する注記
重要な資産の担保提供

下記資産について、平成30年９月３日に長期借入金(同日の残高772百万円)及び1年内返済
予定の長期借入金(同日の残高186百万円)に対する担保提供のため、根抵当権を設定しており
ます。

(1)重要な資産の担保提供理由
　取引金融機関からの要請により、担保提供をするものであります。
(2)担保提供物件
　 土地 1,047百万円
　 建物 1,179百万円
　 構築物 37百万円
　 合計 2,263百万円
(3)担保提供期間
　平成30年９月３日から
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会計監査人の監査報告
　

独立監査人の監査報告書
平成30年10月18日

株式会社シベール
取締役会 御中

EY新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 原 口 清 治 ㊞
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 有 倉 大 輔 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社シベールの平成29年９月１日から平成30年８月31日ま
での第48期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明
細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し
適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明
することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準
は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を
策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続
は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択
及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統
制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め
全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認
める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告
　

監 査 報 告 書

　当監査役会は、平成29年９月１日から平成30年８月31日までの第48期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が
作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告致します。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等
及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査室その他の
使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役
及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主
要な事業所において業務及び財産の状況を調査致しました。また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定
款に適合することを確保するための体制、その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第
100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制
システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求
め、意見を表明致しました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討致しました。
さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人から
その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われ
ることを確保するための体制」(会社計算規則第131条各号に掲げる事項)を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28
日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業
年度に係る計算書類(貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表)及びその附属明細書について検討致しま
した。

２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
三 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事
業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　 平成30年10月20日
株式会社シベール 監査役会
常勤監査役 小 山 正 隆 ㊞
監 査 役 髙 橋 勝 幸 ㊞
監 査 役 今 田 早 百 合 ㊞

　
（注）監査役髙橋勝幸及び今田早百合は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定める社外監査役であ

ります。

　
以 上
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株主総会参考書類
　
議案及び参考事項
　
議 案　取締役５名選任の件

　

取締役６名全員は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、１名減
員し、取締役５名の選任をお願いするものであります。
取締役候補者は、次の通りであります。
　なお、各候補者と当社との間には何れも特別の利害関係はありません。

　

候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する

当社株式数

１

黒
く ろ き
木 誠司

せ い じ

（昭和25年12月19日）

再 任

昭和48年４月 ㈱山形銀行入行
平成17年６月 同行 取締役本店営業部長
平成19年６月 同行 常務取締役
平成23年６月 両羽協和㈱ 取締役社長
平成26年10月 当社入社
平成26年11月 専務取締役
平成27年５月 代表取締役専務
平成27年９月 代表取締役専務 営業本部長
平成27年11月 代表取締役社長 営業本部長
平成29年11月 代表取締役社長 全体統括 営業企画室 生

産企画室担当(現任)
【取締役候補者とした理由】
　銀行経営の経験と実績があり、平成27年11月から当社代表
取締役社長に就任して経営戦略を推進しており、豊富な経験
と知見は、経営トップに相応しいと判断しております。
【特記事項】
　取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって４年
であります。
　㈱山形銀行は当社の取引銀行であります。

3,500株
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する

当社株式数

２

黒
く ろ だ
田 辰男

た つ お

（昭和34年２月25日）

再 任

昭和52年４月 ㈱ラプランド入社
昭和54年８月 当社入社
昭和60年６月 取締役
平成18年５月 取締役 ＭＩＳ事業部長
平成18年９月 常務取締役 ＭＩＳ事業部長
平成27年９月 常務取締役 生産本部長
平成28年９月 常務取締役 生産本部長 兼営業本部副本部

長 兼生産企画室長
平成29年11月 常務取締役 旗艦店販売部 山形販売部 仙台

販売部 第二菓子製造部担当(現任)
【取締役候補者とした理由】
　創業間もない頃から当社の経営に携わり、当社の成長に大
きな役割を担ってまいりました。その豊富な経験と知見を営
業・製造双方に引き続き活かせるものと判断しております。
【特記事項】
　取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって33年
５ヶ月であります。

10,000株

３

本
ほ ん だ
田 政信

まさのぶ

（昭和35年５月16日）

再 任

昭和59年４月 日本協栄証券㈱入社
平成９年４月 ㈱飯田産業入社
平成16年３月 当社入社 経営企画室次長
平成17年11月 取締役 経営企画室長
平成22年５月 常務取締役 経営企画室長 兼商品計画室長
平成23年８月 常務取締役 ＰＩＳ事業部長 兼商品計画室

長
平成27年９月 常務取締役 管理本部長
平成29年11月 常務取締役 通信販売部 第一菓子製造部 総

務事務部担当
平成30年９月 常務取締役 通信販売部 第一菓子製造部担

当 兼通信販売部長(現任)
【取締役候補者とした理由】
　経営企画・商品政策・通信販売・管理部門と多方面で業務
経験を積んでおり、その経験と知見を引き続き経営に活かせ
るものと判断しております。
【特記事項】
　取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって13年
であります。

3,100株
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する

当社株式数

４

横
よ こ と
戸 繁春

しげはる

（昭和32年７月12日）

再 任

昭和55年４月 ㈱山形銀行入行
平成15年７月 同行 若浜町支店長
平成17年10月 同行 谷地支店長
平成19年４月 同行 本店第二部長
平成21年４月 同行 楯岡支店長
平成23年７月 同行 宮町支店長
平成27年６月 両羽協和㈱ 保険第二部長
平成29年10月 当社入社
平成29年11月 取締役 外商部 パン部 総合企画部担当
平成30年９月 取締役 外商部 パン部 総務部担当(現任)
【取締役候補者とした理由】
　銀行において多くの支店長経験と実績があり、平成29年11
月から当社取締役に就任して業務の経験を積んでおり、豊富
な経験と知見を引き続き経営に活かせるものと判断しており
ます。
【特記事項】
　 取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって１年で
　あります。
　㈱山形銀行は当社の取引銀行であります。

－ 株

５

鈴
す ず き
木 肇子

は つ こ

（昭和32年７月14日）

再 任 社 外

平成26年６月 トヨタカローラ山形㈱ 代表取締役社長
(現任)

平成26年６月 山形ダイハツ販売㈱ 代表取締役社長(現任)
平成26年11月 ㈱山形県観光物産会館 非常勤取締役(現任)
平成28年11月 当社社外取締役(現任)
【社外取締役候補者とした理由】
　企業経営者として、安定した経営手腕を発揮しており、そ
の実績と広い見識から、当社の経営に資するものと判断して
おります。
【特記事項】
　社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって２
年であります。
　取締役に就任している㈱山形県観光物産会館は、当社のシ
ベール メゾン分店が出店している観光施設で、当社は、同社
に当該店舗の賃借料等を支払っております。
　鈴木肇子氏は、会社法施行規則第２条第３項第７号に定め
る社外取締役候補者であります。

－ 株

(注) 当社と鈴木肇子は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項に定める損害賠償責任
を限定する契約を有しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する最低責
任限度額としております。

　 以 上
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〈メ モ 欄〉
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会場ご案内図
　

会 場 山形市蔵王松ケ丘二丁目１番３号
シベールアリーナ

電 話 （023）689－1131（代表）
　

　

☆新幹線ご利用の場合 ＪＲ山形駅より車で20分
ＪＲかみのやま温泉駅より車で15分

☆お車ご利用の場合 山形自動車道 山形蔵王インターより20分
東北中央自動車道 山形上山インターより２分
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